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■ 景気観測

■ 個別判断項目（業種別）

　総合

　鋳造業

　機械製造業

　卸売業

　小売業

　建設業

　不動産業

　サービス業

■【特別調査】
　「中小企業における人手不足の状況と働き方改革への対応について」

■ 経営上の問題点と当面の重点経営施策

■ あおしんトピックス
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景気観測

調査目的
調査時期
調査内容

調査方法
調査対象
調査回答企業数

分析方法

お問い合わせ先

１．
２．
３．

４.
５．
６．

７．

８．

川口市を中心とした最近の中小・小規模企業の動向把握
2019年 6月 3日（月）～ 6月 5日（水）
2019年 1月～3月期と比較した2019年4月～6月期の実績見込み
2019年4月～6月期と比較した2019年 7月～9月期の予想
聞き取りによるアンケート調査
当金庫お取引先企業 301企業、回答企業数 301企業（回答率 100％）
鋳造業 29、機械製造業 38、その他製造業 49、卸売業 27、小売業 40、
建設業 45、不動産業 30、サービス業 43
DI（ディフュージョン・インデックス）方法。「増加」（増加＋やや増加）
と回答した企業割合から、「減少」（減少＋やや減少）と回答した企業割合
を差し引いた指数のことで、そのどちらの企業割合が多いかによって、景
況の動きを時期的な推移の中で把握しようとするものです。
青木信用金庫 地域振興部
川口市中青木 2－13－21　TEL 048－251－7667（直通）

この調査について

もくじ  

　インバウンドの増加に加えて、消費税率引上
げに際して導入予定であるポイント還元制度へ
の対応を踏まえ、キャッシュレス決済の導入は
大きなテーマとなっている。
 中小企業を対象として実施したアンケート結果
では、現時点で活用している支払手段と、今後
（さらに）活用したい支払手段とで差がみられ
ている。具体的には、現時点では、小売業の
52.4％、サービス業の43.8％が現時点で活用し
ている主な支払手段に「クレジットカード」と
回答をしており、他の決済手段を圧倒的に上
回っている。対して、今後活用したい主な支払
手段は、「クレジットカード」が小売業
（34.7％）、サービス業（29.9％）ともに依然
として高い傾向にあるものの、「スマートフォ
ンによるQRコード決済（小売業36.9％、サービ
ス業26.8％）」がクレジットカードとほぼ同水
準にまで上昇している。

　ただし、そもそもキャッシュレス決済自体に
関心がないとの回答も、規模の小さい企業を中
心に目立っている。理由としては、高齢の消費
者を中心にキャッシュレスがまだ十分浸透して
いないうえ、キャッシュレスの規格が乱立して
おり、どのサービスを利用すればいいのかわか
らないことなどが挙げられよう。
　しかしながら、キャッシュレスの対応が遅
れた場合、消費増税時のポイント還元の恩恵
が受けられないだけでなく、今後のキャッ
シュレス進展への動きに取り残されてしまう
ことも懸念される。
　10月から始まるキャッシュレス･消費者還
元事業は、小規模事業者がキャッシュレスに
対応する好機となるのではないだろうか。

中小企業のキャッシュレス決済動向に変化の兆し

現在はクレジットカードが主流、
今後はＱＲコードに注目

小規模企業ではキャッシュレス
決済に遅れ

（注）本稿は、信金中央金庫 地域･中小企業研究所が全国の信用金庫の協力を得て取りまとめている「全国中小企業景気動向調査」（2019年３月調査）の
調査結果を基に作成されている。なお、同調査では、本稿で紹介している結果のほかにインターネットの利用状況等についても聴取りをしている。
結 果 の 全 容 に つ い て は 、 研 究 所 Ｈ Ｐ に 掲 載 さ れ て い る 第 1 7 5 回 全 国 中 小 企 業 景 気 動 向 調 査 結 果 （ 
http://www.scbri.jp/PDFtyuusyoukigyou/release/release175.pdf ）を参照されたい。

信金中央金庫　地域・中小企業研究所　品田 雄志（しなだ　ゆうし）
《略歴》
埼玉県出身、県立春日部高等学校卒業、中央大学経済学部卒業、一橋大学大学院経済学研究科修了。
2004 年、信金中央金庫入庫、総合研究所（現：地域・中小企業研究所）配属。現在に至る。

（参考）キャッシュレス決済に関連した調査対象企業からのコメント

以前からインターネットバンキングによる口座振替サービスを導入している。
今後、集金や店頭での販売代金の回収にＱＲコード決済の導入も検討したい。
クレジットカード決済の需要が多く、売上げの半数以上を占めている。今後も
時代に取り残されないよう積極的に導入をしたい。
年配客は依然として現金支払が圧倒的に多く、手数料や取扱い方法の複雑化を
懸念し、なかなかキャッシュレス決済に移行が進まない。
クレジットカードや電子マネーへの対応はしているが、利用者は多くなく現在
も現金取引が主流である。
キャッシュレス対応を検討しているが、各決済会社についての情報が乏しく、
決定できない。

ＬＰガス　兵庫県

靴小売業　神奈川県

衣料小売業　静岡県

ガソリンスタンド　神奈川県

写真撮影業　千葉県

業種・地域 コメント
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　全業種の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲5となり、前
期（1～3月期）と比較して5ポイントの悪化となった。「売
上」で4ポイント、「収益」で2ポイント、「資金繰り」、「設備」
で3ポイントの改善、「原材料・仕入価格」で5ポイントの上
昇、「販売・請負・料金価格」で2ポイントの下降となる。
　来期（7～9月期）は、「業況」で2ポイントの改善、「設備」

で横ばい、「売上」、「資金繰り」で1ポイント、「収益」で2ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」
で2ポイントの下降を予想している。
　全体的には、前期（1～3月期）と比較して景況感は下降
傾向といえ、来期以降も下降傾向を予想している。
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総 合
SOUGOU

総
合

総
合

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
▲3
（+2）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

2018/122015/6 2015/12 2016/6 2016/12 2017/6 2017/12 2018/6 2019/6

「業況 DI」推移

上昇 変わらず 下降

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

12.6 71.8 15.6

11.3 74.7 14.0

13.6 71.8 14.6収
益

当 期
▲1
（+2）

来期予想
▲3
（▲2）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

6.0 90.7 3.3

5.6 87.8 6.6

6.3 88.4 5.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
1

（▲2）

来期予想
▲1
（▲2）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

13.8 83.5 2.7

16.7 81.0 2.3

18.1 79.6 2.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
16
（+5）

来期予想
14

（▲2）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

5.0 83.4 11.6

5.3 84.4 10.3

83.1 10.6
資
金
繰
り

当 期
▲4
（+3）

来期予想
▲5
（▲1）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

15.6 68.8 15.6

13.7 69.3 17.0

14.6 66.1 19.3業
況

当 期
▲5
（▲5）

来期予想
▲3
（+2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

14.6 69.1 16.3

14.6 72.1 13.3

16.9 68.1 15.0売
上

当 期
2

（+4）

来期予想
1

（▲1）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

0.7 86.8 12.5

1.8 87.1 11.1

1.8 87.5 10.7設
備

当 期
▲9
（+3）

来期予想
▲9
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

－80

－100

－60

－40

－20

0

20

40

6.3
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　鋳造業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲3となり、前
期（1～3月期）と比較して13ポイントの悪化となった。「販
売・請負・料金価格」で3ポイント、「原材料・仕入価格」で10
ポイントの上昇、「収益」で横ばい、「売上」で3ポイント、「資
金繰り」で14ポイントの悪化、「設備」で7ポイントの減少と
なる。

　来期（7～9月期）は、「原材料・仕入価格」で7ポイントの
上昇、「販売・請負・料金価格」、「設備」で横ばい、「業況」、
「収益」、「資金繰り」で7ポイント、「売上」で14ポイントの悪
化を予想している。
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鋳造業
CHUZOU-GYOU

鋳
造
業

鋳
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
▲3

（▲13）

来期予想
▲10
（▲7）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

6.9 86.2 6.9

6.9 79.3 13.8

17.2 65.6 17.2収
益

当 期
0
（0）

来期予想
▲7
（▲7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月 3.4 96.6

100.0

96.63.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
3

（+3）

来期予想
3
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

10.3 3.486.3

24.1 75.9

24.1 6.969.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17

（+10）

来期予想
24
（+7）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

10.3 86.3 3.4

86.2 13.8

6.9 79.3 13.8
資
金
繰
り

当 期
▲7

（▲14）

来期予想
▲14
（▲7）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

17.2 75.9 6.9

13.8 62.1 24.1

17.2 62.1 20.7業
況

当 期
▲3

（▲13）

来期予想
▲10
（▲7）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

13.8 75.9 10.3

10.3 65.6 24.1

20.7 58.6 20.7売
上

当 期
0

（▲3）

来期予想
▲14
（▲14）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

96.6 3.4

89.7

89.7設
備

当 期
▲10
（▲7）

来期予想
▲10
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

10.3

10.3

2018/122015/6 2015/12 2016/6 2016/12 2017/6 2017/12 2018/6 2019/6
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－100

－60

－40

－20

0
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　機械製造業の当期（4～6月期）の業況判断DIは3となり、
前期（1～3月期）と比較して8ポイントの悪化となった。「売
上」で8ポイント、「収益」で6ポイント、設備で3ポイントの改
善、「販売・請負・料金価格」で5ポイント、「原材料・仕入価
格」で8ポイントの上昇、「資金繰り」で2ポイントの悪化と
なった。

　来期（7～9月期）は、「業況」で10ポイントの良化、「設
備」で3ポイントの改善、「販売・請負・料金価格」で横ば
い、「売上」、「資金繰り」で3ポイント、「収益」で6ポイント
の悪化、「原材料・仕入価格」で1ポイントの下降を予想し
ている。
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機械製造業
KIKAISE IZOU-GYOU

機
械
製
造
業

機
械
製
造
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

「業況 DI」推移

業況判断指数

当 期
3

（▲8）

来期予想
13

（＋10）

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

18.4 68.4 13.2

15.8 73.7 10.5

21.1 68.4 10.5収
益

当 期
11
（+6）

来期予想
5

（▲6）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

5.394.7

2.6 2.694.8

94.82.6 2.6

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（+5）

来期予想
0
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

10.5 89.5

18.4 81.6

18.4 81.6

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
19
（+8）

来期予想
18

（▲1）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

7.9 81.6 10.5

7.9 76.3 15.8

7.9 78.9 13.2
資
金
繰
り

当 期
▲5
（▲2）

来期予想
▲8
（▲3）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

23.7 63.1 13.2

23.7 65.8 10.5

21.1 60.5 18.4業
況

当 期
3

（▲8）

来期予想
13

（＋10）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

18.4 71.1 10.5

23.7 65.8 10.5

26.3 63.2 10.5売
上

当 期
16

（＋8）

来期予想
13

（▲3）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

76.3 23.7

81.6 18.4

78.9 21.1設
備

当 期
▲21
（+3）

来期予想
▲18
（＋3）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

2018/122015/6 2015/12 2016/6 2016/12 2017/6 2017/12 2018/6 2019/6

－80

－100

－60

－40

－20

0
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　卸売業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲7となり、前
期（1～3月期）と比較して4ポイント改善となった。「売上」、
「収益」で26ポイント、「資金繰り」で8ポイントの改善、「販
売・請負・料金価格」で11ポイント、「原材料・仕入価格」で
19ポイントの上昇、「設備」で7ポイントの増加となる。
　来期（7～9月期）は、「資金繰り」で横ばい、「業況」、「収

益」で4ポイント、「売上」で11ポイントの悪化、「販売・請負・
料金価格」、「原材料・仕入価格」で15ポイントの下降、「設
備」で4ポイントの減少を予想している。

8 9

卸売業
OROSHIURI -GYOU

卸
売
業

卸
売
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲7
（+4）

来期予想
▲11
（▲4）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

7.4 63.0 29.6

14.8 70.4 14.8

18.5 66.7 14.8収
益

当 期
4

（+26）

来期予想
0

（▲4）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

7.4 85.2 7.4

11.1 74.1 14.8

18.5 74.1 7.4

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
11

（+11）

来期予想
▲4

（▲15）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

14.8 81.5 3.7

18.5 77.8 3.7

29.6 70.4

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
30

（+19）

来期予想
15

（▲15）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

81.5 18.5

88.9 11.1

88.9 11.1
資
金
繰
り

当 期
▲11
（+8）

来期予想
▲11
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

14.8 59.3 25.9

14.8 59.3 25.9

14.8 63.0 22.2業
況

当 期
▲7
（+4）

来期予想
▲11
（▲4）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

11.1 63.0 25.9

11.1 77.8 11.1

22.2 66.7 11.1売
上

当 期
11

（＋26）

来期予想
0

（▲11）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

92.6 7.4

3.7 88.9 7.4

92.63.7 3.7設
備

当 期
0

（+7）

来期予想
▲4
（▲4）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）
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AOKI SHINKIN BANK

小売業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲25となり、
前期（1～3月期）と比較して7ポイントの悪化となった。
「原材料・仕入価格」で3ポイントの上昇、「売上」「資金繰
り」で横ばい、「収益」で5ポイントの悪化、「設備」で2ポイ
ントの減少、「販売・請負・料金価格」で5ポイントの下降と
なる。

　来期（7～9月期）は、「業況」で2ポイント、「売上」で10
ポイント、「収益」で7ポイント、「資金繰り」で10ポイントの
改善、「原材料・仕入価格」で5ポイントの上昇、「販売・請
負・料金価格」、「設備」で横ばいを予想している。
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小売業
KOURI-GYOU

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲25
（▲7）

来期予想
▲23
（＋2）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

12.5 65.0 22.5

10.0 72.5 17.5

5.0 75.0 20.0収
益

当 期
▲15
（▲5）

来期予想
▲8
（＋7）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

12.5 80.0 7.5

7.5 7.585.0

7.5 85.0 7.5

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲5）

来期予想
0
（0）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

12.5 80.0 7.5

17.5 77.5 5.0

12.5 82.5 5.0

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
8

（+3）

来期予想
13

（＋5）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

80.0 20.0

80.05.0 15.0

80.0 20.0
資
金
繰
り

当 期
▲20
（0）

来期予想
▲10
（＋10）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

10.0 62.5 27.5

7.7 61.5 30.8

10.0 55.0 35.0業
況

当 期
▲25
（▲7）

来期予想
▲23
（+2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

15.0 60.0 25.0

15.0 70.0 15.0

12.5 65.0 22.5売
上

当 期
▲10
（0）

来期予想
0

（＋10）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

87.5 12.5

85.0 15.0

85.0 15.0設
備

当 期
▲15
（▲2）

来期予想
▲15
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

小
売
業

小
売
業
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AOKI SHINKIN BANK

　建設業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲9となり、
前期（1～3月期）と比較して7ポイントの悪化となった。「売
上」で3ポイント、「収益」で2ポイント、「資金繰り」で11ポ
イント、「設備」で5ポイントの改善、「原材料・仕入価格」で
7ポイントの上昇、「販売・請負・料金価格」で2ポイントの下
降となる。

　来期（7～9月期）は「業況」で9ポイント、「売上」で6ポイ
ントの改善、「設備」で横ばい、「収益」で2ポイント、「資金繰
り」で4ポイントの悪化、「販売・請負・料金価格」で2ポイン
ト、「原材料・仕入価格」で4ポイントの下降を予想している。

12 13

建設業
KENSETSU-GYOU

建
設
業

建
設
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
▲9
（▲7）

来期予想
0

（+9）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

11.1 73.3 15.6

13.3 68.9 17.8

17.8 62.2 20.0収
益

当 期
▲2
（+2）

来期予想
▲4
（▲2）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

6.7 4.488.9

8.9 80.0 11.1

6.7 86.6 6.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
0

（▲2）

来期予想
▲2
（▲2）

業況判断指数（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

15.6 82.2

17.8 80.0 2.2

2.2

22.2 75.6 2.2

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
20
（+7）

来期予想
16

（▲4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

82.3 13.3

11.1 75.6 13.3

75.6 11.1
資
金
繰
り

当 期
2

（＋11）

来期予想
▲2
（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

11.1 75.6 13.3

17.8 64.4 17.8

15.6 60.0 24.4業
況

当 期
▲9
（▲7）

来期予想
0

（+9）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期
2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

11.1 71.1 17.8

20.0 62.2 17.8

17.8 60.0 22.2売
上

当 期
▲4
（+3）

来期予想
2

（+6）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

2019 年 1～3月

当期
2019 年 4～6月

来期
2019 年 7～9月

91.1 8.9

91.12.2

91.12.2 6.7設
備

当 期
▲4
（+5）

来期予想
▲4
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

13.3

4.4

6.7
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AOKI SHINKIN BANK

　不動産業の当期（4～6月期）の業況判断DIは▲10とな
り、前期（1～3月期）と比較して17ポイントの悪化となっ
た。「売上」で3ポイント、「資金繰り」で4ポイントの改善、
「原材料・仕入価格」で横ばい、「収益」で6ポイントの悪化、
「販売・請負・料金価格」で10ポイントの下降となる。
　来期（7～9月期）は、「業況」で3ポイントの改善、「収益」

で横ばい、「売上」で6ポイント、「資金繰り」で4ポイントの悪
化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」で4ポイン
トの下降を予想している。

14 15

不動産業
FUDOUSAN-GYOU

不
動
産
業

不
動
産
業

業況判断指数

当 期
▲10
（▲17）

来期予想
▲7
（+3）

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

「業況 DI」推移

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

16.7 70.0 13.3

10.0 76.7 13.3

13.3 70.0 16.7収
益

当 期
▲3
（▲6）

来期予想
▲3
（0）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

6.7 93.3

10.0 73.3 16.7

10.0 13.376.7

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
▲3

（▲10）

来期予想
▲7
（▲4）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

16.7 83.3

16.7 80.0 3.3

16.7 83.3

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
17
（0）

来期予想
13

（▲4）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

10.0 83.3

6.7 90.0 3.3

6.7 93.3
資
金
繰
り

当 期
7

（+4）

来期予想
3

（▲4）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

16.7 73.3 10.0

10.0 73.3 16.7

6.7 76.6 16.7業
況

当 期
▲10
（▲17）

来期予想
▲7
（+3）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

13.3 73.4 13.3

6.7 83.3 10.0

13.3 76.7 10.0売
上

当 期
3

（+3）

来期予想
▲3
（▲6）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

6.7
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サービス業
　サービス業の当期（4～6月期）の業況判断DIは7とな
り、前期（1～3月期）と比較して横ばいとなった。「資金繰
り」で9ポイント、「設備」で3ポイントの改善、「売上」で10
ポイント、「収益」で4ポイントの悪化、「販売・請負・料金価
格」で 2ポイント、 「原材料・仕入価格」で5ポイントの下降
となる。

　来期（7～9月期）は「業況」で2ポイントの改善、「資金繰
り」、「設備」で横ばい、「売上」で2ポイント、「収益」で5ポイ
ントの悪化、「販売・請負・料金価格」、「原材料・仕入価格」
で5ポイントの下降を予想している。
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SÂBISU-GYOU

サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

※カッコ内は前回調査との増減幅です。

業況判断指数

当 期
7
（0）

来期予想
9

（＋2）

「業況 DI」推移

…DI 値 15以上

「上 昇」
…DI 値 14～5 …DI 値▲5～▲14 …DI 値▲15以下…DI 値 4～▲4アイコンの説明：

…当期より増加 「横ばい」…当期から変化なし 「下 降」…当期より減少

¥¥ …DI 値 0以上 …DI 値 0以下…DI 値 0¥

上昇 変わらず 下降

前期

当期

来期

18.6 72.1 9.3

9.3 81.4 9.3

14.0 76.7 9.3収
益

当 期
5

（▲4）

来期予想
0

（▲5）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）

前期

当期

来期

7.0 93.0

100.0

4.7 95.3

販
売
・
請
負
・
料
金
価
格

当 期
5

（▲2）

来期予想
0

（▲5）

業況判断指数（単位:%）

前期

当期

来期

12.2 85.4 2.4

2.4 95.2 2.4

4.9 95.1

原
材
料
・
仕
入
価
格

当 期
5

（▲5）

来期予想
0

（▲5）

業況判断指数

上昇 変わらず 下降

（単位:%）

前期

当期

来期

2.3 86.1 11.6

2.3 95.4 2.3

7.0 86.0 7.0
資
金
繰
り

当 期
0

（+9）

来期予想
0
（0）

業況判断指数

楽 変わらず 苦しい

（単位:%）

前期

当期

来期

16.3 74.4 9.3

11.6 86.1 2.3

14.0 79.0 7.0業
況

当 期
7
（0）

来期予想
9

（＋2）

業況判断指数

良い 普通 悪い

（単位:%）

前期

当期

来期

20.9 69.8 9.3

9.3 81.4 9.3

11.6 79.1 9.3売
上

当 期
2

（▲10）

来期予想
0

（▲2）

業況判断指数

増加 変わらず 減少

（単位:%）
前期

当期

来期

88.4 11.6

90.7 9.3

90.7 9.3設
備

当 期
▲9
（＋3）

来期予想
▲9
（0）

業況判断指数

過剰 適正 不足

（単位:%）

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月

2019 年 1～3月

2019 年 4～6月

2019 年 7～9月
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特別調査

中小企業における人手不足の状況と
働き方改革への対応について

経営上の問題点と当面の重点経営施策

売上の停滞・減少

同業者間の競争激化

人手不足

利幅の縮小

大手との競争激化

値下げ要請

原材料高

販売商品の不足

合理化不足

工場店舗の狭小老朽化

輸入品との競争激化
（%）

18 年 12月
19年 3月
19年 6月

経営上の問題点集計結果（全業種） 当面の重点経営施策（全業種）

•中国での生産が止まってしまうため、資金繰りの悪化が予想される。
•昨年は４物件売れたが、今年はまだ１物件。当社単独では限界があるので、大手業者向けの営業を強化し
ている。
•仕入原価が上がっているが、販売価格に転嫁できない。
•同業他社との競争激化により売上横ばい。仕入原価、人件費が上がり、収支は ±０の状態

【鋳 造 業】
【不動産業】

【卸 売 業】
【小 売 業】

《 特別調査　調査員コメント》

0 5 10 15 20 25 30 35

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

売れ筋商品を取扱う

品揃えを充実改善する

新製品技術を開発する

技術力を高める

提携先を見つける
（%）

18 年 12月
19年 3月
19年 6月
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貴社では、最近顕在化し
つつある人手不足の状況
をどのように認識してい
ますか。人手が不足して
いる場合は①～④より、
人手が過剰な場合は⑥～
⑨よりそれぞれ過不足の
ある職域をお答えくださ
い。なお、適正な場合は⑤
を選択してください。

問1.

貴社では、人手不足で採
用が困難になりつつある
なか、女性、高齢者、外国
人の活躍推進それぞれに
ついて今後、どのように
お考えですか。あてはま
るものを以下の①～⑨よ
りそれぞれ１つずつ選ん
でお答えください。

問2.

2019 年４月より施行さ
れた改正出入国管理法を
受けて、外国人労働者の受
入れ拡大が見込まれてい
ます。こうしたなか、貴社
では外国人労働者を採用
（予定を含む。）しています
か。採用している場合は、
採用の理由について①～
⑤の中から１つ選んでお
答えください。採用してお
らず、予定もない場合は、
その理由を⑥～⓪の中か
ら１つ選択してください。

問3.

①現場作業関係
②営業・販売関係

③経理・財務・管理関係
④その他の職種

⑤適正

26.3％
7.3％

1.3％
0.0％

64.8％

⑥現場作業関係
⑦営業・販売関係

⑧経理・財務・管理関係
⑨その他の職種

0.3％
0.0％
0.0％
0.0％

①増やす方針
②どちらともいえない

③減らす方針

14.6％
85.4％

0.7％

④増やす方針
⑤どちらともいえない

⑥減らす方針

8.6％
87.0％

4.3％

⑦増やす方針
⑧どちらともいえない

⑨減らす方針

5.0％
91.0％

3.0％

①優秀な人材だったため
②海外進出の足がかり

③外国人顧客の増加への対応
④将来の後継者候補

⑤日本人を採用できなかったため

2.7％
0.7％
1.0％
0.7％
4.0％

⑥法律や行政手続きへの対応が困難
⑦文化・コミュニケーション（日本語）への対応が困難

⑧情報不足でよくわからない
⑨外国人採用にメリットを感じない

⓪そもそも人手が足りている

0.3％
16.9％

11.3％
12.3％

50.2％

■ 人手不足

■ 採用（予定を含む）の理由

■ 採用していない理由

■ 人手過剰

■ 女性の活躍

■ 高齢者の活躍

■ 外国人の活躍

貴社では、働き方改革が求
めている「時間外労働の上
限規制」や「有給休暇取得の
義務化」による影響を受け
ますか。影響を受ける方は、
それに対して現時点での取
り組んでいる、もしくは今
後最も重点的に取り組もう
としている対応を①～⑧の
中から１つ選んでお答えく
ださい。影響を受けない方
は⑨、よくわからない方は
⓪とお答えください。

問4.

働き方改革に何らかの対
応をしていかなければな
らないなか、現在既に取り
組んでいる事項あるいは
今後優先的に取り組みた
い事項は何ですか。以下の
①～⑨の中から 3 つ以内
で選んでお答えください。
なお、わからない場合は⓪
とお答えください。

問5.

①設備投資・ＩＴ化による業務効率化
②従業員の再教育
③勤怠管理の徹底

④取引先への協力要請
⑤受注の取捨選択・業務の再構築や縮小

⑥従業員への処遇・待遇の改善
⑦経営者や管理職のカバーにより代替

⑧対応できない

1.3％
3.0％
8.3％

2.0％
1.7％
10.0％

2.0％
3.0％

①同一労働同一賃金など非正規雇用の処遇改善
②賃金引き上げと労働生産性の向上

③長時間労働の是正（残業規則、有休義務化）
④柔軟な転職支援、格差是正のための人材育成
⑤テレワーク、副業・兼業など柔軟な働き方

⑥女性・若者が活躍しやすい環境整備
⑦高齢者の就業促進

⑧病気の治療、子育て・介護と仕事の両立
⑨外国人材の受入れ

⓪何をやればよいのかわからない

4.0％
16.0％

28.2％
1.7％
0.7％

12.3％
7.3％
5.3％
5.3％

47.2％

⑨影響を受けない 37.2％

⓪影響があるかどうかよくわからない 31.6％

影
響
を
受
け
る
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『
』

あおしんビジネスクラブでは、防災システム研究所所長 山村武彦氏を講師に
お迎えし、「これからの防災・危機管理～個人の備えと組織の対応～」をテー
マとして、標記セミナーを開催致します。
詳しくは、お近くの「あおしん」の営業店または地域振興部までお気軽にお問
い合わせ下さい。

▶日時：11月8日（金）
▶会場：川口駅前市民ホール「フレンディア」

『第26回地域貢献セミナー』開催のご案内

ホームページ作成サービス

オーダーメイド情報配信サービス（補助金）

契約書・社内規定ダウンロードサービス

月刊誌・ビジネスレポート

毎年約 6,000 種類以上の補助金・助成金が公募されていますが、実際活用している企業はわずか数％です。
本サービスでは、毎日、新たな補助金・助成金案件を情報収集し、皆様に情報配信しております。自社の『○○
したい』というニーズをご登録いただくことで、数ある補助金の中から自社のニーズに合致する精査された情
報だけをタイムリーにお届けいたします！

約 2,300 種類の契約書・社内規定・法令書式・ビジネス文書がダウンロードできるサービスです。官公庁・
税務署などの提出書式やさまざまな契約書や社内規定のひな型としてそのまま使える最新かつ正確な書式集
です。

次世代を担う若手経営者
の皆様に向けた月刊誌と
して、読者の役に立ち、学
びとなる情報を毎月お届
けします。

経営全般に関する内容から業
種別の経営ヒントなど、Ａ4 版
3～ 10 枚程度にまとめられた
2,000 本以上のビジネスレ
ポートをご利用いただけます。

事業案内から、代表あいさつ、
採用ページ、SNSなど自由に内
容を掲載できます。
作成したホームページはプリ
ントすれば、会社案内としても
ご利用可能です。

会費は月額2,400円（税抜き）です。

月間ビジネスサミット ビジネスレポート

青木信用金庫地域振興部お問い合わせは右記の番号まで 048-251-7667

あおしんビジネスクラブで特に好評を頂いているサービスをご紹介させていただきます。

あおしんビジネスクラブのサービスご紹介

無料

2,300社以上が活用！2,300社以上が活用！



●営業地区及び店舗配置図（埼玉県内28市3町2郡・東京都内4区1市）
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